
  

 

 

お正月の一大スポーツイベント、箱根駅伝を選手側と 

それを中継するテレビ局側から描いた作品です。 

実際のレースさながらに手に汗握る展開とテレビマンの奮闘に 

胸が熱くなります。 
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いけ い ど   じゅん 

おれ        はこ ね えきでん 

「俺たちの箱根駅伝」（上・下）  

 

池井戸 潤／著 文藝春秋 

 

 

 

 

 

 



         

  

 

 

 

 

  

『14歳、明日の時間割』  鈴木
す ず き

 るりか／著 小学館
しょうがくかん

   

 

舞台は中学校。時間割に見立てた 7編の短編で、中学生の苦悩、   

笑い、友情、想いを描いています。現代中学生の目を通して 

「生きる」ということについて大いに考えさせられます。  

新しい青春物語です。                

 

『世界とキレル』 佐藤
さ と う

 まどか／著 あすなろ書房
しょぼう

   

 

世界との関係をキレル環境に置かれた舞は、 

スペシャルサマースクール「森の家」でどんな経験をし、 

感じ考えるのか。7人の中学生が同じ環境、同じ食べ物、同じ服装、

同じコンディションの中で、夏休みの 3週間を過ごします。 

『夏
なつ

の庭
にわ

』  

湯本
ゆ も と

 香樹
か ず

実
み

／著 新潮社
しんちょうしゃ

 

この世界にある隠
かく

されて見えな

いものをどれだけ知ることができ

るのだろう。 

死への興味から、あるひとりの  

老人を「観察」し始めた少年たち。 

新しい季節が始まる頃、  

彼らはどう変わるのか。 

 

『小僧
こ ぞ う

の神様
かみさま

』 

 志賀
し が

 直
なお

哉
や

／作 講談社
こうだんしゃ

 

私は、小僧
こ ぞ う

になぜあのような 

ことをしたのか？ 

それは純粋
じゅんすい

な善意
ぜ ん い

だったのか、 

すこしのいたずら心だったのか。 

そして小僧
こ ぞ う

はどう感じたのか。 

 

青少年読書感想文コンクール 高校の部 

『宙
そら

わたる教室
きょうしつ

』 伊
い

与
よ

原
はら

 新
しん

／著
ちょ

 文藝
ぶんげい

春秋
しゅんじゅう

 

定時制
て い じ せ い

高校
こうこう

に通う少数派の人生を送っているかのような学生たち 

彼らは特別な高校生活で何を感じるのか。 

 


